
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 会 月 報 
No.535 (2023 年 7 月 23 日) 

【２０２３年 8 月号】 
日本キリスト教団埼玉和光教会 
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    『弱っている者に心を配る』         岩河敏宏 

聖書：詩編 41編 1節～3節【新改訳】 

1 幸
さいわ

いなことよ。弱
よわ

っている者
もの

に心
こころ

を配
くば

る人
ひと

は。 

主
しゅ

はわざわいの日
ひ

にその人
ひと

を助
たす

け出
だ

される。 

2 主
しゅ

は彼
かれ

を見守
み ま も

り、彼
かれ

を生
い

きながらえさせ、 

地上
ちじょう

でしあわせな者
もの

とされる。 

どうか彼
かれ

を敵
てき

の意
い

のままにさせないでください。 

3 主
しゅ

は病
やまい

の床
とこ

で彼
かれ

をささえられる。 

病
や

むときにどうか彼
かれ

を 

全
まった

くいやしてくださるように。（下線部；著者） 

私たちが生活する中で、日常が日常ではなくなる

場面があります。その一例として、病になることが

挙げられます。この数年、私たちがそれを実感する

こととして、新型コロナウイルスがあります。当初

はこれに罹ると、二週間程度は隔離されたうえに、

罹患者が接触した場所や物などを消毒除菌すること

が行政から要請されました。また、連日ニュースで

取り上げられたこともあって、罹患者は肩身の狭い

想いをすることになったことは、記憶に新しいこと

です。旧約聖書の時代も、病気は罪のゆえだと考え

られていました。病は、たたり、呪い、邪悪なもの

が取り付いた結果だと考えられていたからです。 

りを教えてください」と願うのです。その彼ら

に、イエスは「父よ」で始まる主の祈りを教えま

す。総ての命の創造主であり救いへと導く神に対

し、「父よ（お父さん＝アッバ）」という日常語で祈

る 

 

病は、その人自身にとっても、またその周辺の人

にとっても様々な変化をもたらします。病が深刻な

場合は、健康や職場を失うだけでなく、生きる気力

を失い、虚無感に襲われます。また、自分に関わる

人々からの言動によって、心が傷つき不安や孤独感

に襲われることもあります。しかし、これらの体験

から、人生における本当の幸福は何か、という問い

かけから、人生の方向転換と再起を期待することが

可能になることもあります。冒頭の聖句も、そんな

詩の一つです。 

詩編には「幸いなことよ」で始まる詩が多くあり

（1編 1節,33編 12節，40編 5節他）、大半は「主

を信頼し自分の神とする者の幸い」という視点です。

対して 41編は、「弱っている者に心を配る人」(新改訳)、

が“幸いだ”と言います。私たちは、ついアドバイスや

勧めを口にしてしまい、これの実践には困難を覚え

ます。紹介した最後は、「全くいやしてくださる」（3節）

です。原意は「ひっくり返す」で、主は、私たちの

状況を一変させることができると言うのです。詩編

41編直訳は「病の時に、床をひっくり返す」です。

私たちの神こそ、最も「弱っている者に心を配る｣

ことのでき方で、この神と共感できた時に心を配る

ことができるので、幸いだというのです。 

 


